




●紙コップをポストにかぶせて得点を争うゲームです。但し点数が反転するのでロボットの性能と
作戦そしてチームワークが大事です。
（ビン：1点、ペットボトル小：5点、ペットボトル500ml：1点）

※点数の反転例・・・例えば5点のポストに赤チームが紙コップをかぶせていたとします。（赤チー
ム5点）青チームが赤チームの紙コップを落とさずに上に青チームの紙コップをかぶせると青
チームの得点に反転します。（青チーム5点）さらに赤いチームのコップをかぶせると再度反転し
ます。（赤チーム5点）一番上のコップの色がそのポストの点数を得点にすることができます

●紙コップは各チーム15個、図のように配置します。

●ロボットはスタートゾーン（A3用紙サイズ）に入っていること。(高さ制限はない。ただし上空で平
面に投影した場合にA3用紙サイズを超えることはできない。)

各チームがエントリー宣言し、３回ゲームを行い最大点が持ち点となる。
但し４回目のチャレンジを使えば４回目のエントリーが可能となるが、４回目の得点が持ち点となる。
制限時間は２分間、上位4チームが決勝トーナメントに出場できる。(ステージすべて移動可能)

○予選

○決勝トーナメント

予選の持ち点で高得点のチームから４チームが決勝トーナメントに出場する。
決勝トーナメントは制限時間は3分間、最初の1分間は中心線より相手ゾーンには進入禁止と
する。1分間経過後はステージすべて移動可能(2分間)。
予選成績１位・３位、２位・４位のチームが１回戦を対戦し高得点のチームが決勝出場となる。
準決勝で負けたチームは３位決定戦を行う。

205ml紙コップ2枚重ね
（2枚重ねて両面テープで張り合わせる）

ポスト
1点

ポスト
３点

ポスト
５点



●スタートゾーンを出発したロボットは①ゾーンにある青球1個、赤球1個をロボットに取り込み(15点)、
又は落とす(10点) 。(スタートゾーンから直接②のゾーンに移動することも可能とする。)

● ②のゾーンでは①のゾーンの得点にペットボトルを倒した得点をプラスする。

● ①、②のゾーンですべての課題をクリアすると最大得点は105点となる。

●制限時間は2分（途中で試合を終了することができる。終了までの得点を獲得点とする。）

●ロボットはスタートゾーン（A3用紙サイズ）に入っていること。(高さ制限はない。ただし上空で平面
に投影した場合にA3用紙サイズを超えることはできない。)

各チームがエントリー宣言し、３回ゲームを行い最大点が持ち点となる。
但し４回目のチャレンジを使えば４回目のエントリーが可能となるが、４回目の得点が持ち点となる。
制限時間は２分間とする。上位4チームが決勝トーナメントに進む。

○予選

○決勝トーナメント
予選の持ち点で高得点のチームから４チームが決勝トーナメントに出場する。
予選成績１位・３位、２位・４位のチームが１回戦を対戦し高得点のチームが決勝出場となる。
準決勝で負けたチームは３位決定戦を行う。




